




































から成長する。 下の顎が上の~jn より長く 、口は大きい。 鱈科に属する所以でもあろう 。 日は U}iの
"1'央より上にあり、また大きい。このような特徴のため、 IYJ太は魔除けなとにつかわれるようになる。
3 )愛する伴侶とともに、 I~i!りなく泳ぎ、踊 り、また波になびかれ
9 -28日
メスの卵子放出




4) ある j~ しい ì.((tmfi
当時のi.(lmliは零下20"Cまで下がるきびしい条例で、rYJ太繰mーするため、犬の1主で作った)ぬま

































































が 1 人当たり 12匹ずつ食べたことになる 。 EI 'l;~' 的 な食生活を始めとし、祭IJ器、厄払い行事、薬
用にまで1 .~く使われた。 食べ物としても、あつもの(生太と ßlt太の区日Jj あり)、焼き物、部I;'~料理II、
悲し、煮つけ、 l臓詰め、魚j)~t、たたきと多械な方法で捌~される 。 それに、内政などを使って明
太子のほかにも、はらわた甑半、えら塩辛などをつくる。

























































年代 電 霜 非時降雪 合計
1392-1450 156 62 41 259 
1451-1500 52 10 22 84 
1501-1550 552 138 22 712 
1551-1600 246 268 43 557 
1601-1650 247 87 49 383 
1651-1700 295 123 119 537 
1701-1750 202 73 65 340 
1751-1800 79 7 8 94 
























しかし、 現在は斡国の沿岸で、 l珂太はほとんととれなくなった。 ロシアから~，曲入したり 、ロ シ
アから IljJ太の漁獲クオータを l~iい取って漁業を営むことになった。 遠洋漁業が発達してなかった
ら、ゆ]太はことばの通り、幻の魚になったにちがいない。
表2 明太の漁強量
年度 総漁獲量(T) ザj太漁獲i:; f列太Lt(%)
1911年 66.356 11.587 17.5 
1912年 92.216 12.086 13.1 
1913年 168.331 11.663 6.9 
1914{ド 218.250 30.646 14.1 
1915年 328.598 19.467 5.9 
1916五ド 349.076 59.353 17.0 
1917il: 322.018 90，163 28.8 
1918年 357.154 45.588 12.8 
1919年 407.355 77.530 19.0 
1920年 379.526 68.635 18.1 
1921年 442.234 71.613 16.2 
1922年 490.369 58.531 11.9 
1923年 551.985 65.353 11.9 
1924年 538.910 55.269 10.3 
1925'1' 537.383 51.721 9.6 
1926ijo 586.594 53.519 9.1 
1927'jo 830.514 40.298 4.9 
1928'1' 848.486 46.888 4.5 
1929'1' 904.834 22，116 2.5 
1930年 866.644 21.107 2.4 
1931ifo 1.039.470 43.588 4.2 
1932年 1，168.178 111.471 9.6 
合計 11.494.481 1.068，192 11.38 
図4 祭膳の北魚




明太漁業は真冬の強い)!![lのなかで行われる 。 海上の気il~Lは零下20)主までさがるという 。 それ
国際常民文化研究糊179
に刺網という単純でありながら経験を必要とする網を使う。それで李朝の末期から朝鮮海に出漁
した日本漁民も発動船を導入するまではうまく明太をとることはできなかった。 1932年には1
万トンも取れた明太は、いまは海水温の上昇にともなう回遊経路の変化などで全く取れなくなっ
た。しかし、ある詩人の予言の通り、明太という名だけは、ロシアや中国にも伝われ、日本でも
明太子にのこっている。
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